
山
皿

号六第巻二第

月二十年八十二和昭

容内

ノー（
」

ｒ
ｌ
｛
、
－
’

次巌上外

　
、
７

　
一
、
　
＼
　
イ
　
ト
論
一

　
一
斤
、
時
対

説論

一
）

り
＾

１（し貝リい長国ノ社
・
ゾ
ポ

）

８
一り
４

（
一

杉

｛
ｊ

上｛正

　
　
－
・
」
　
一
一

　
　
Ｙ
１
　
「

　
　
一
へ

　
　
一
　
‘

　
　
．
　
一
　
一
」

　
　
一
町

～
に
　
一
　
）
　
）
ノ

　
一
　
ノ
　
一
．
ｖ
．

　
　
一
　
　
ｊ

　
．
　
こ
　
）
叱

　
・
　
　
Ｌ
■

　
一
、
｝
ン
、
〃

　
一
バ
、
（
ガ

　
一
り

セ
一
一
に
砧
ー

　
　
て
・

　
糸
！
Ｆ
’

女　
　
ゾ
　
　
　
、

　
）
　
し
し

一
－
　
　
宝
、
　
　
庁
一

　
　
）
一
一

　
　
ｃ
　
こ

一
一
　
　
　
　
！
、

　
ノ
　
　
　
ル
仁

　
、　
ブ

　
。
，
　
〃
一

　
五
　
焔
一

・
－
」
，
一
　
諦

）
　
）

６
　
１
↓

６
　
８

（
　
　
（

’
。
＝
Ｉー

イ

”
、

－
」
｛ユ
ー

Ｊ
　
　
Ｊ
ガ
し

　
１

三
ヘ

イ
；
一
メ

■

＾
ｊ

■
－
■

一
１
〃

■

、
）
一
　
｛
、
ノ
．

　
Ｏ
０　
１
９　
１

（
　
　
（

郎
三

三　
弘
弥

１

ｒ
Ｔ

「

関
松

　
災
て

　
」
』
　
　
し

　
Ｌ
．
　
）
　
　
　
　
一
　
」
」
。

　
〃
パ
！
　
　
　
．
　
ヒ
、

　
）
　
一
」
　
　
　
一
　
〕
１

　
Ｃ
　
　
，
．
　
　
　
　
　
　
・
　
　
ｆ
午

　
・
こ
－
人
　
　
　
一
畠
一

　
二
　
人
　
　
　
　
・
　
ハ

　
し
し
剃
　
回
文

　
雁
ｏ
　
沙
成

　
ｋ
小
火
　
　
　
．
↑
　
）

　
／
一
　
紺
　
　
　
イ
ー
　
し

　
し
甘
　
　
勺
派

　
一
イ
玄
小
　
　
　
司
一
．
．
．
い

　
舳
舳
　
　
木
仙

究
ｏ
糸
座
襟
価

　
司
「
〃
巾

研
米
内
講
仔
刺

会学済経学大官重命立



立
命
館
経
済
学

第
二
巻
・
第
四
号

論
説

危
機
に
立
つ
反
独
占
政
策

わ
が
国
労
働
蔚
係
ｏ
特
質
Ｈ

　
　
　
そ
こ
に
拍
け
る
封
建
性
の
根
強
き
残
存

ル
・
不
サ
ン
ス
・
レ
フ
才
ル
マ
チ
オ
ン

期
に
ホ
け
る
所
有
観
（
上
）

研
究

利
子
生
み
資
本
の
変
容

　
　
　
近
代
的
銀
行
業
の
成
立
を
め
ぐ
り
て

「
企
業
者
」
と
資
木
主
義
過
程
の
「
革

新
」
に
つ
い
て

　
　
　
シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
学
説
の
主
要
閉
魎

講
座

任
意
標
木
調
査
法
四

非
上
巌
次
郎

大
山
敷
太
郎

高
橋
良
三

小
牧
聖
徳

浜
崎
正
規

発
行
所

関
弥
三
郎

立
介
館
大
学
人
文
科
学
研
究
所

立
命
館
経
済
学

第
二
巻
・
第
五
号

諭
説

諾
商
品
集
成
の
感
性
的
直
観
（
そ
の
一
）
　
梯
　
　
明
　
秀

　
－
「
狩
本
論
胃
頭
丈
節
の
体
系
的
粛
味
」
の
第
三
章
と
し
て
－

利
潤
と
人
氏
の
生
活
と
の
対
抗
関
係
　
　
　
阿
部
矢
二

我
国
近
世
の
経
済
思
想
（
下
）
　
　
　
　
　
淡
川
艇
　
一

　
　
　
大
山
教
授
の
五
著
を
中
心
と
し
て

研
究
ヒ
ッ
ク
ス
に
お
け
る
代
林
補
完
概
念

の
吟
味
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
円
邦
匝

　
　
連
関
財
に
関
す
る
一
考
察
Ｈ

講
座

剰
余
価
彼
説
の
成
立
過
稗
Ｈ
　
　
　
　
　
　
松
田
弘
三

発
行
所

立
命
館
大
学
人
文
科
学
研
究
所


